
MY
VISION

no. 60

Expert Opinions

About this Issue

津谷典子
慶應義塾大学 教授／同大学グローバルリサーチインスティテュート 上席研究員

大竹文雄
大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任教授

山口慎太郎
東京大学大学院経済学研究科 教授

山崎史郎
内閣官房参与 兼 内閣官房全世代型社会保障構築本部事務局 総括事務局長

白波瀬佐和子
東京大学大学院人文社会系研究科 教授

翁 百合
NIRA総研 理事／日本総合研究所 理事長

企画に当たって

識者に問う

コロナ禍で懸念される
少子化の加速

わたしの構想

昨年、日本の出生数は約 84 万人と過去最少を記録した。
日本の少子化は、コロナ禍の前からすでに深刻な状況だ。
コロナ禍は少子化に影響するのか。
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コロナ禍がすでに 2年を越える中、

2021 年の出生数は約 84 万人と過去

最少となった。日本の少子化はコロ

ナ禍の前からすでに深刻な状況にあ

り、さまざまな対策も講じられてき

たものの、奏功していない。

コロナ禍は日本の少子化に影響する

のか。

少子化問題にどう対応していくべき

か。

コロナ禍は、経済や社会生活にも広

範な変化をもたらしている。さまざ

まな点を踏まえ、少子化問題をどう

考えるべきか、専門家に聞いた。

コロナ禍で
懸念される
少子化の加速

＊本号における出生数、出生率等の数字は、2022 年 5 月 30 日校了時点の公表データに基づいています。



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
本
の
二
〇
二
一
年
の
出
生
数
は
約
八
四
万
人
と
推
計
さ
れ
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
二
〇
二
〇
年
で
一
・
三
三
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
の
段
階
で
は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
出
生
数
は
、
そ
の
後
急
速
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
実
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
前
か
ら
、
出
生
数
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
近
年
政
府
も
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
講
じ
て

い
る
。
安
倍
政
権
は
希
望
出
生
率
一
・
八
を
適か

な

え
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
、
待
機
児
童
の
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の
下
で
保
育
所

整
備
を
積
極
的
に
行
い
、
幼
児
教
育
や
保
育
の
無
償
化
も
実
現
し
た
。
続
く
菅
政
権
で
は
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
実
現
に
動
き
、

二
〇
二
一
年
に
は
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
推
進
す
る
新
し
い
法
律
が
国
会
を
通
っ
て
お
り
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
重
ね
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
は
残
念
な
が
ら
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
の
影

響
で
、
少
子
化
が
さ
ら
に
加
速
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

少
子
化
は
、
経
済
や
社
会
保
障
に
深
刻
な
影
響
　

少
子
化
は
日
本
社
会
の
未
来
に
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
少
子
化
に
よ
り
、
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
だ
け
で
な
く
、
働
き
手
も

減
り
、
経
済
自
体
の
存
続
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
特
に
今
後
の
十
数
年
間
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
生
産
性

向
上
だ
け
で
は
、
潜
在
成
長
力
の
低
下
を
補
い
き
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
人
口
動
態
は
長
期
ま
で
見
渡
せ
る
た
め
、
現
状
に

お
い
て
も
、
企
業
の
設
備
投
資
は
国
内
市
場
縮
小
を
考
慮
し
て
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
消
費
者
も
、
社
会
保
障
の
持
続
可

能
性
に
不
安
を
持
ち
、
消
費
に
な
か
な
か
積
極
的
に
な
れ
な
く
な
る
。
希
望
出
生
率
一
・
八
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
政
府
は
本
格
的
に
対

応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
今
回
の
「
わ
た
し
の
構
想
」
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
が
少
子
化
に
与
え

う
る
影
響
と
そ
の
受
け
止
め
、
ま
た
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て
識
者
の
方
に
伺
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
少
子
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
人
口
学
の
視
点
か
ら
津
谷
典
子
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
は
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
先
行
き
不
安
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
の
先
送
り
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
産
み
控
え
と
な
っ
て
、
出
生
率
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
を
憂
慮
す

る
。
特
に
日
本
の
問
題
点
は
、も
と
も
と
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
二
〇
代
～
三
〇
代
の
女
性
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、こ
れ
に
加
え
て
、「
晩
産
化
」

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
出
産
先
送
り
が
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
の
で
は
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
少
子
化

進
行
は
長
期
的
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
だ
。
ま
た
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
に

参
加
し
、
行
動
経
済
学
の
視
点
か
ら
コ
ロ
ナ
対
応
を
分
析
、
提
言
し
て
き
た
大
竹
文
雄
氏
（
大
阪
大
学
特
任
教
授
）
は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
禍
で
懸
念
さ
れ
る

少
子
化
の
加
速

― 

若
者
を
重
視
す
る
政
策
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
日
本
総
合
研
究
所 

理
事
長

翁 

百
合
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KEY
WORDS 若

者
や
女
性
が
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
の
少
子
化
は
日
本
社
会
存
続
に
と
っ
て
危
機
で
あ
る
と
の
認
識
を
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
持
つ
必
要
が
あ
る
と

い
う
見
解
が
多
い
一
方
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
白
波
瀬
佐
和
子
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
は
、
少
子
化
対
策
に
決
め
手
は
な
く
、
出
生
数
と

い
う
即
時
的
な
回
答
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
数
と
し
て
は
減
少
し
て
い
る
若
者
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
政
策
と
す

る
。
失
業
や
雇
用
不
安
に
お
び
え
る
若
者
や
女
性
の
た
め
に
投
資
し
て
彼
ら
が
自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
、
効
率
的
で
新
し

い
人
材
活
用
の
モ
デ
ル
を
作
る
と
と
も
に
、
子
育
て
と
両
立
で
き
る
よ
う
男
女
と
も
に
制
度
と
し
て
支
援
す
る
必
要
性
を
説
く
。
少
子
化

対
策
の
み
を
目
標
に
す
る
の
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
能
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
に
変
革
さ
れ
て
初
め

て
、
結
果
と
し
て
出
生
数
の
持
続
的
な
回
復
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

翁 

百
合
（
お
き
な
・
ゆ
り
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
。
京
都
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
経
済
産
業
省
産
業
構

造
審
議
会
委
員
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
委
員
他
、
公
職
多
数
。

対
策
の
少
子
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
を
示
す
。
特
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
判
明
し
て
き
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
英
国
な
ど
と
は
異
な
り
、
行
動
制
限
を
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
に
強
化
し
た
。
若
者
や
子
ど
も
の
行
動
制
限
を
緩
め
な
か
っ
た
た
め
、
若
者
は
、
日
本
社
会
を
若
者
軽
視
社
会
と
受
け
止
め
た
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
大
竹
氏
は
政
府
が
よ
り
子
ど
も
や
若
者
を
重
視
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
そ
の
方
針
の

下
で
考
え
直
す
こ
と
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
べ
き
と
す
る
が
、
一
連
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
振
り
返
っ
て
も
説
得
的
な
指
摘
で
あ
る
。

今
、
求
め
ら
れ
る
少
子
化
対
策
と
は

具
体
的
な
少
子
化
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
実
証
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
山
口
慎
太
郎
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
な
か
ん
ず
く
日
本
社
会
に
根
付
い
て
い
る
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む

必
要
性
を
強
調
す
る
。
山
口
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
在
宅
勤
務
が
増
え
れ
ば
、
男
性
の
育
児
や
家
事
の
負
担
時
間
は
増
え
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
半
ば
強
制
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
日
本
で
も
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を

機
に
社
会
全
体
で
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
。
山
口
氏
は
、
ま
た
、
児
童
手
当
や
保
育
所
の
充
実
も

欠
か
せ
な
い
と
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
の
は
財
源
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
参
与
と
し
て
社
会
保
障
を
担
当
す

る
山
崎
史
郎
氏
は
、
高
齢
者
も
含
め
た
す
べ
て
の
国
民
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
財
源
を
負
担
す
る
社
会
的
支
援
を
考
え
る
べ
き
と
指
摘
す

る
。
山
崎
氏
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
若
者
が
停
滞
や
心
理
的
圧
力
を
受
け
社
会
が
不
安
定
化
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
予
防
的

対
抗
策
が
急
が
れ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
援
す
る
「
普
遍
的
な
子
ど
も
・
家
族
政
策
」
が
重
要
で
あ
り
、

特
に
現
状
の
支
援
策
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
非
正
規
社
員
の
人
た
ち
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
政
策
を
実
現
す
る
必
要
性

を
説
く
。
本
格
的
少
子
化
対
策
に
は
財
源
の
議
論
が
欠
か
せ
な
い
が
、
配
慮
す
べ
き
貴
重
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

出
生
数
の
減
少
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
、
若
者
重
視
の
政
策
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS
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コロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に

影
響
す
る
の
か
。

少
子
化
問
題
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

インタビュー実施：2022 年 3 月～ 4月
聞き手：関島梢恵（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、北島あゆみ（同）

コロナ禍による産み控えは、
少子化の加速につながるのでは

慶應義塾大学 教授
同大学グローバルリサーチインスティテュート 上席研究員津谷典子

晩産化、産み控え、20 代～ 30 代女性人口

出生数だけを見るのではなく、
包括的な人への投資を

東京大学大学院人文社会系研究科 教授白波瀬佐和子

人と交わる機会、女性への人的投資、若者の強みを生かす社会

今こそ、若者重視のメッセージを打ち出せ
大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任教授大竹文雄

結婚件数の減少、社会規範、「高齢者偏重」の社会

働き方改革で、
ジェンダーギャップの解消を

東京大学大学院経済学研究科 教授山口慎太郎

男性の家事・育児参加、在宅勤務、子育て支援策

内閣官房参与 兼 内閣官房全世代型社会保障構築本部事務局 総括事務局長山崎史郎
育児支援は雇用政策だけでなく、
子ども・家族政策として社会全体で担うべき

「年老いた国」、ミュルダールの予防的社会政策、普遍的な子ども・家族政策
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識
者
に
問
う

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に
影
響
す
る
の
か
。
少
子
化
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
産
み
控
え
は
、

少
子
化
の
加
速
に
つ
な
が
る
の
で
は

津
谷
典
子

慶
應
義
塾
大
学 

教
授
／

同
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

上
席
研
究
員

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
出
生
率
へ
の
影
響
は
、
短
期
的
な
も
の
と
長
期
的
な
も
の
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
短
期
的
な
影
響
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
出
産
を
一
時
的
に
先
延
ば
し
す
る
こ

と
で
あ
り
、
長
期
的
な
も
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
完
全
に
諦
め
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
区
分
は
概
念
的
な
も
の
で
、
実
際
に
は
一
時
的
な
延
期
が
最
終
的
な
停
止
に
つ
な

が
る
こ
と
も
多
く
、
二
つ
を
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
完
全
に
収
束
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
影
響
を
定
量
的
に
測
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
仕
事
や
対
話
の
機
会
を
失
う
こ
と
で
、
経
済

的
・
心
理
的
不
安
が
増
大
し
、
そ
れ
が
産
み
控
え
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
女
性
の
生
物
学
的
妊
娠
力
の

ピ
ー
ク
年
齢
は
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
前
半
で
あ
り
、
三
〇
代
後
半
以
降
は
妊
娠
・
出
産
の
確
率
は
低
下
す
る
。

戦
後
長
き
に
わ
た
り
、
日
本
の
女
性
の
出
生
率
の
ピ
ー
ク
年
齢
は
二
〇
代
後
半
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
、
ピ
ー
ク
が
三
〇
歳
代
前
半
に
ず
れ
込
み
、「
晩
産
化
」
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
妊
娠
・
出
産
の
さ
ら
な
る
先
送
り
が
起
こ
れ
ば
、
出
生
率
は
さ
ら
に
落
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結

果
、
近
年
加
速
し
て
い
る
少
子
化
と
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。

内
閣
府
が
、
日
・
独
・
仏
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
〇
～
四
九
歳
の
男
女
を
対
象
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
秋

か
ら
冬
に
実
施
し
た
「
少
子
化
社
会
に
関
す
る
国
際
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
日
本
（
特
に
若
い
世
代
）
は
、

生
活
状
況
が
良
く
な
る
見
通
し
が
あ
る
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
低
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
数
が
ゼ
ロ

か
一
人
の
男
女
に
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
へ
の
意
識
の
変
化
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
総
じ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
出

生
意
欲
の
弱
ま
り
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
が
一
時
的
な
も
の
な
の
か
、
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
多
く

の
男
女
が
抱
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
家
計
や
生
活
全
般
の
先
行
き
へ
の
不
安
を
軽
視
す
る
べ
き
で
は
な

い
。結

婚
・
出
産
の
ピ
ー
ク
年
齢
で
あ
る
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
女
性
人
口
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
た

と
え
コ
ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
出
生
数
の
減
少
が
続
く
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
出
生
率
の
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
今
後
の
生
活
へ
の
不
安
感
を
軽
減
す
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
が
急
務
で
あ
る
。
晩
産
化
が
進
む
中
で
、
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
が
、

子
ど
も
を
持
ち
た
い
女
性
や
カ
ッ
プ
ル
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
助
け
る
包
括
的
政
策
支
援
や
、
子
ど
も
を

持
つ
労
働
者
に
対
す
る
職
場
や
市
場
の
配
慮
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

�専
門
は
人
口
統
計
学
、
社
会
人
口
学
。
長
期
的
視
点
か
ら
人
口
変
動
の
構
造
的
な
要
因
の
解
明
を
行
う
。
膨
大
な
歴
史
人
口
・
経
済
デ
ー

タ
の
実
証
分
析
に
基
づ
く
著
書
『Prudence and Pressure: Reproduction and Hum

an Agency in Europe and Asia, 1700-1900

』

（M
IT Press, 2010

）
で
日
本
人
口
学
会
賞
、
慶
應
義
塾
賞
。
シ
カ
ゴ
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
米
国
東
西
セ
ン
タ

ー
人
口
研
究
所
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
を
経
て
、
一
九
九
八
年
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
に
就
任
。
二
○
一
九
～
二
〇
二
〇
年
、

慶
應
義
塾
大
学
経
済
研
究
所
所
長
。
日
本
人
口
学
会
会
長
の
ほ
か
、
政
府
委
員
な
ど
数
多
く
の
公
職
を
歴
任
。

津
谷
典
子
（
つ
や
・
の
り
こ
）

津谷典子〔2018〕

出生率と結婚の動向
少子化と未婚化はどこまで続くか

『ファイナンス』第 54巻 2号， pp. 50-58．

新
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識
者
に
問
う

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に
影
響
す
る
の
か
。
少
子
化
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

今
こ
そ
、
若
者
重
視
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
せ

大
竹
文
雄

大
阪
大
学

感
染
症
総
合
教
育
研
究
拠
点

特
任
教
授

ロ
ナ
禍
で
人
々
が
接
触
す
る
機
会
が
大
幅
に
減
り
、
社
会
の
慣
習
や
規
範
が
大
き
く
変
化
し
た
。
そ

の
影
響
で
、
日
本
の
少
子
化
問
題
は
さ
ら
に
悪
化
し
か
ね
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
間
で
、
結
婚
件

数
は
過
去
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
想
定
件
数
か
ら
約
一
割
減
少
し
た
。「
結
婚
の
先
延
ば
し
」
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
出
産
可
能
年
齢
に
は
上
限
が
あ
り
、
結
婚
の
「
遅
れ
」
は
出
生
数
の
減
少
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。
人
生
に
は
「
出
会
い
の
可
能
性
が
最
も
高
い
年
齢
」
が
あ
り
、
行
動
制
限
で
失
わ
れ
た
若
者
の
出
会

い
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
後
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
会
い
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
人
は
よ
い
が
、
対
面
の
出
会
い
が
規
範
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
ネ
ッ
ト
で
う
ま
く
代
替
で
き
な
い
。

少
子
化
を
加
速
さ
せ
か
ね
な
い
状
況
を
変
え
る
に
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
も
た
ら
し
た
社
会
や
生
活
の
変
化

を
利
用
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
在
宅
勤
務
が
進
み
、
男
性
の
子
育
て
経
験
が
拡
大
し
た
こ

と
で
、
性
別
に
よ
る
家
庭
内
の
役
割
分
担
の
意
識
が
変
化
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
、「
仕
事
と
家
庭
」

を
両
立
さ
せ
や
す
く
な
っ
た
の
は
確
か
だ
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
浸
透
し
て
通
勤
の
必
要
性
が
小
さ
く
な

り
、
子
育
て
に
適
し
た
環
境
を
持
つ
地
域
へ
の
移
住
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
出
生
率
の
向
上

コに
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
定
着
す
る
よ
う
に
、
社
会
の

規
範
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
高
齢
者
偏
重
」
の
社
会
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
た
。
第
六
波
で
流
行

し
た
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
重
症
化
リ
ス
ク
は
、
そ
れ
ま
で
の
変
異
株
よ
り
も
低
い
上
に
、
高
齢
者
と
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
た
ち
に
偏
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
行
動
制
限
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
強
化
さ
れ
た
。

日
本
は
高
齢
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
や
働
く
人
の
行
動
制
限
を
軽
々
に
強
制
し
た
こ
と
に
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
当
初
、
厳
格
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
が
、
子
ど
も
や
若
者
の
人
生
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
問
題
視
し
、
今
や
社
会
を
元
に
戻
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
を
、
日
本
の
政
治

が
若
者
た
ち
の
人
生
を
軽
視
し
て
い
る
表
れ
と
、
若
者
は
受
け
止
め
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
社
会
を
、
若

者
重
視
の
社
会
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
政
府
は
「
社
会
に
と
っ
て
子
ど
も
や
若
者
が
大
事
で
あ
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
を
そ
の
方
針
の
下
で
考
え
直
し
て
い
く
こ
と
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
べ
き
だ
。
こ
う
し
た
政
府

の
政
策
展
開
、
そ
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
若
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
若
者
が
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
ん

で
、
子
育
て
が
で
き
る
」
と
認
識
す
る
社
会
に
つ
な
が
る
。

�専
門
は
労
働
経
済
学
、
行
動
経
済
学
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
、
行
動
経
済
学
の
観
点
か
ら
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
方
法
を
実
証

的
に
研
究
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
委
員
を
務
め
る
。
大
阪
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
同
社
会
経
済
研
究
所
教
授
等

を
経
て
、
二
〇
一
八
年
よ
り
同
経
済
学
研
究
科
教
授
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
、
日
本
経
済
学
会
会

長
の
ほ
か
、
政
府
委
員
を
歴
任
。『
日
本
の
不
平
等
―
格
差
社
会
の
幻
想
と
未
来
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
で
日
本
学
士

院
賞
、
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
。
著
書
に
『
行
動
経
済
学
の
使
い
方
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
）
等
。

大
竹
文
雄
（
お
お
た
け
・
ふ
み
お
）

大竹文雄〔2022〕

あなたを変える行動経済学
東京書籍
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識
者
に
問
う

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に
影
響
す
る
の
か
。
少
子
化
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

働
き
方
改
革
で
、
ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
の
解
消
を

山
口
慎
太
郎

東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科 

教
授

年
（
二
〇
二
一
年
）
の
出
生
数
が
落
ち
込
ん
だ
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
不
安
が

高
ま
り
、
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
時
期
だ
け
の
問
題
で

あ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
揺
り
戻
し
が
起
き
、
出
生
数
は
元
の
ト
レ
ン
ド
に
戻
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
や
子
ど
も
を
持

つ
責
任
を
負
い
た
く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
だ
。
今
後
も
経
済
的
な
不
確
実
性
が
増

せ
ば
、
結
婚
件
数
が
伸
び
悩
み
、
長
期
的
に
出
生
率
に
負
の
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が

与
え
る
長
期
的
な
影
響
は
、
ま
だ
見
極
め
が
難
し
い
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
展
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
に
向
け
て
一
歩
前
進
し
た

と
も
い
え
る
が
、
依
然
と
し
て
根
深
く
、
何
か
一
つ
を
変
え
る
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
。
男
性
の
家
事
・
育

児
参
加
を
も
っ
と
進
め
る
に
は
、
企
業
、
教
育
現
場
な
ど
、
日
本
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
同
時
に
働
き

か
け
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
人
々
の
固
定
観
念
を
覆
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
気
に
導
入
が
進
ん
だ
「
在
宅
勤
務
」
は
、
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
育
児
負
担
の
男
女
間
格

昨差
を
是
正
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
う
る
。
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
の
促
進
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
の
重

要
な
政
策
課
題
だ
っ
た
が
、
な
か
な
か
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
。
日
本
の
男
性
向
け
育
児
休
業
制
度
は
形
式

的
に
は
世
界
一
だ
が
、
実
態
と
し
て
は
育
休
自
体
が
取
得
で
き
て
い
な
い
。
私
の
チ
ー
ム
が
行
っ
た
研
究
で

は
、
在
宅
勤
務
が
週
一
日
増
え
る
と
、
男
性
の
家
事
・
育
児
に
か
け
る
時
間
が
六
・
二
％
増
加
し
、
ま
た
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
五
・
六
％
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
今
後
、
社
会
全
体
で

働
き
方
を
変
化
さ
せ
て
い
け
ば
、
長
期
的
に
は
出
生
率
に
も
良
い
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

結
婚
や
出
産
は
、
個
人
の
選
択
に
お
い
て
は
自
由
で
あ
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
は
現

役
世
代
に
か
か
る
負
担
を
極
端
に
大
き
く
す
る
。
現
在
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
費
用
の
負
担
が
大
き
く
、
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
。
少
子
化
対
策
は
必
須
だ
。
保
育
所
の
充
実
や
児
童
手
当
な

ど
の
子
育
て
支
援
策
が
、
出
生
率
を
増
や
す
効
果
が
あ
る
こ
と
は
研
究
で
分
か
っ
て
い
る
。
待
機
児
童
な
ど
、

子
ど
も
を
産
ん
で
す
ぐ
に
直
面
す
る
問
題
か
ら
ま
ず
解
消
す
べ
き
だ
。
日
本
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
対

す
る
財
政
支
出
の
規
模
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
三
分
の
二
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
と
比
べ
れ
ば

半
分
に
過
ぎ
な
い
。
ま
だ
ま
だ
政
策
で
改
善
で
き
る
余
地
が
あ
る
。

�専
門
は
、
家
族
の
経
済
学
と
労
働
経
済
学
。
労
働
市
場
で
の
女
性
の
活
躍
を
起
点
に
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
の
課
題
に
対
し
て
実
証
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
を
行
う
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
に
て
経
済
学
博
士
号
取
得
。
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
助
教
授
・
准
教

授
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
を
経
て
、
二
○
一
九
年
よ
り
現
職
。『「
家
族
の
幸
せ
」
の
経
済
学
―
デ
ー
タ
分
析
で
わ
か

っ
た
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
真
実
』（
光
文
社
新
書
、
二
〇
一
九
年
）
で
、
第
四
一
回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
。
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
会
議
議
員
、
朝
日
新
聞
論
壇
委
員
な
ど
も
務
め
る
。

山
口
慎
太
郎
（
や
ま
ぐ
ち
・
し
ん
た
ろ
う
）

山口慎太郎〔2021〕

子育て支援の経済学
日本評論社
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識
者
に
問
う

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に
影
響
す
る
の
か
。
少
子
化
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

育
児
支
援
は
雇
用
政
策
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
・
家
族
政
策
と
し
て
社
会
全
体
で
担
う
べ
き

山
崎
史
郎

内
閣
官
房
参
与
兼
内
閣
官
房

全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
本
部

事
務
局
総
括
事
務
局
長

本
社
会
に
は
、「
も
は
や
少
子
化
は
止
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
諦
念
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
一
〇
年
間
、
出
生
率
は
一
時
的
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
駆
け
込
み
出
産
に
よ
る
一
時
的
現
象
で
、
そ
の
後
に
続
く
世
代
の
出
生
動
向
は
過
去
最
低

の
水
準
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
下
振
れ
し
て
い
る
。
確
か
に
、
人
口
減
少
の
ト
レ
ン
ド
を
反
転
で
き

る
状
況
に
は
な
い
。
だ
が
、
せ
め
て
急
激
な
減
少
を
緩
和
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鍵
に
な
る
の
が
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
経
済
学
者
の
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
（
注
）
が
言
う
「
予
防
的
社
会
政
策
」、
す
な
わ
ち
、
人
口
減
少
に
よ

る
困
難
な
事
態
が
社
会
に
顕
在
化
す
る
前
に
、
予
防
の
た
め
の
政
策
を
講
じ
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
一
〇
〇
年
後
の
日
本
は
人
口
五
〇
〇
〇
万
人
を
切
る
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
一
〇
〇
年
前

の
五
〇
〇
〇
万
人
時
代
に
戻
る
の
と
は
全
く
違
う
。
当
時
は
、
人
口
規
模
は
小
さ
く
と
も
、
高
齢
化
率
五
％

の
若
い
国
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
将
来
の
日
本
は
、
高
齢
者
が
人
口
の
四
〇
％
を
占
め
る
「
年
老
い
た

国
」
で
あ
る
。
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
、
投
資
が
減
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
停
滞
す
る
恐
れ
が
強
い
。

労
働
意
欲
や
生
産
性
が
低
下
し
、
若
年
層
が
閉へ

い

塞そ
く

感
を
強
め
る
中
で
、
世
代
間
対
立
が
激
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
社
会
経
済
や
政
治
が
不
安
定
化
し
な
い
う
ち
に
、
予
防
策
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
少
子
化
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
少
子
化
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ま
ず
、
後

回
し
に
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
今
の
子
育
て
政
策
は
、
各
制
度
の
寄
せ
集
め
で
一
元
的
な
制
度
・
政

策
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
多
く
の
若
年
者
が
支
援
策
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
。
例
え
ば
、
非
正
規
雇
用

者
に
対
す
る
育
児
支
援
で
あ
る
。
育
児
休
業
給
付
は
、
非
正
規
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
一
九
九
五
年
に

雇
用
保
険
を
財
源
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
労
働
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
今
は
女
性
の
半
数
以
上
が

非
正
規
と
し
て
働
い
て
い
る
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
に
よ
る
育
休
給
付
を
利
用
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
雇
用
政
策
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
に
限
界
が
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
経
済
的
リ
ス
ク
は
、
非
正

規
の
若
者
・
子
育
て
世
代
に
如
実
に
表
れ
た
。

今
、
重
要
な
の
は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
援
す
る
「
普
遍
的
な
子
ど
も
・
家
族
政
策
」
だ
。
全
て
の

子
ど
も
を
対
象
に
切
れ
目
な
い
育
児
支
援
を
行
う
。
親
が
ど
の
よ
う
な
就
業
状
況
で
あ
ろ
う
が
、
子
ど
も
の

育
つ
環
境
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
全
体
を
安
定
さ
せ
る
た
め
だ
か
ら
、
負
担
は
全
世
代
が
担
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。
残
さ
れ
た
時
間
は
本
当
に
少
な
い
。
今
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。�

一
九
七
八
年
、
厚
生
省
（
現
・
厚
生
労
働
省
）
に
入
省
。
内
閣
府
政
策
統
括
官
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
厚
労
省
社
会
・
援
護
局
長
、

内
閣
官
房
地
方
創
生
総
括
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
こ
の
間
、
介
護
保
険
の
立
案
か
ら
施
行
ま
で
関
わ
り
、「
ミ
ス
タ
ー
介
護
保
険
」
と
呼

ば
れ
た
。
退
官
後
、
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
特
命
全
権
大
使
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
人
口
減
少
問
題
へ
の
打
開
策
を
提
起
す
る
『
人
口
戦
略
法
案
』

（
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
を
出
版
。
小
説
形
式
を
と
る
本
書
は
、
豊
富
な
政
策
現
場
の
経
験
を
生
か
し
、
改
革
案
の
成
立

に
奔
走
す
る
政
府
内
部
を
描
き
な
が
ら
、
人
口
問
題
の
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
る
。
二
〇
二
二
年
一
月
よ
り
現
職
。

山
崎
史
郎
（
や
ま
さ
き
・
し
ろ
う
）

山崎史郎〔2021〕

人口戦略法案
人口減少を止める方策はあるのか

日本経済新聞出版

（
注
）
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
（
夫
グ
ン
ナ
ー
と
妻
ア
ル
ヴ
ァ
）
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
国
家
の
形
成
過
程
に
深
く
関
与
し
た
。

文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
。

日
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識
者
に
問
う

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
少
子
化
に
影
響
す
る
の
か
。
少
子
化
問
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

出
生
数
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

包
括
的
な
人
へ
の
投
資
を

白
波
瀬
佐
和
子

東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科 

教
授

女
が
一
緒
に
生
活
す
る
時
間
が
長
く
な
る
と
、
出
生
率
に
は
プ
ラ
ス
に
働
く
と
さ
れ
、
以
前
、
イ
ギ

リ
ス
で
労
働
時
間
を
週
四
八
時
間
に
制
限
し
た
と
き
に
は
、
一
時
的
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
外
出
制
限
な
ど
家
族
と
過
ご
す
時
間
は
長
く
な
っ
た
一
方
で
、
ア

メ
リ
カ
で
も
出
生
率
が
低
下
し
た
。
失
業
や
雇
用
不
安
に
よ
る
精
神
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
ほ
う
が
大
き
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
、
日
本
を
含
め
て
出
生
率
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
。
こ
う
し
た
中
、

今
の
少
子
化
対
策
に
、
一
律
の
決
め
手
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

人
と
交
わ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ん
だ
。
結
婚
な
ど
家
族
を
形

成
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
人
た
ち
の
人
生
設
計
の
環
境
が
著
し
く
揺
ら
い
で
し
ま
っ
た
。
一
度
も
対
面
せ
ず

に
卒
業
し
て
し
ま
う
大
学
生
も
い
る
。
就
職
は
新
し
い
人
間
関
係
を
形
成
す
る
絶
好
の
機
会
だ
が
、
ち
ょ
う

ど
就
職
の
時
期
に
あ
た
っ
た
若
者
へ
の
影
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
結
婚
前
出
産
も
含
め
、
出
生
児
数
は
減

少
し
続
け
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
の
日
本
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
出
生
数
の
増
加
」
を
即
時
的
な
結
果
と
し
て
求
め
る
の

で
は
な
く
、
い
か
に
人
に
投
資
し
て
い
け
る
か
だ
と
思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
若
い
人
た
ち
の
芽
を
摘
ま
ず
、
む

し
ろ
、
彼
ら
が
リ
ス
ク
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。
小
さ
な
芽
が
大
き
な
木
に
な
る
よ
う
に
育
て
る
社
会
、
数

と
し
て
は
減
少
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
せ
る
社
会
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
自
ら
が
望
む
選
択
が
で
き
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
個
人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
条

件
の
た
め
に
、
特
定
の
機
会
が
は
く
奪
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

女
性
の
高
学
歴
化
や
専
門
職
・
管
理
職
の
比
率
の
高
ま
り
は
、
短
期
的
に
は
出
生
力
向
上
に
寄
与
し
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
男
性
と
同
等
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ
の
人
的
投
資
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
む
し
ろ
優
先
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
仕
事
と
家
庭
の
両
立
は
、
た
ま
た

ま
上
司
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
「
運
」
で
は
な
く
、
制
度
と
し
て
支
え
て
い
く
べ
き
だ
。
子
育
て
は
、
産
む
性

の
女
性
だ
け
で
な
く
、
共
に
育
て
る
性
と
し
て
男
性
も
制
度
に
組
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

人
的
な
投
資
は
効
果
が
現
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
し
、
リ
ス
ク
も
あ
る
。
即
時
的
な
利
益
を
求
め
ず
に

投
資
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
中
長
期
的
に
リ
ス
ク
を
捉
え
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
効
率
的
で
か
つ
潜
在
的

可
能
性
を
多
く
秘
め
る
人
材
育
成
モ
デ
ル
構
築
の
是
非
を
決
め
る
。
日
本
の
未
来
を
も
左
右
す
る
最
大
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。�

男

白波瀬佐和子〔2021〕

コロナ下の格差拡大（上）
不平等の構造　是正急げ

『日本経済新聞』（経済教室）2021年 11月 12日

少
子
高
齢
化
、
社
会
的
不
平
等
・
格
差
な
ど
を
主
テ
ー
マ
に
、
数
々
の
大
規
模
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
て
き
た
。
日
本
の
少
子
高
齢

化
対
策
で
は
、
社
会
全
体
で
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
な
政
策
提
案
を
行
っ
て
き
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

社
会
学
博
士
号
取
得
。
東
京
大
学
助
教
授
を
経
て
、
二
○
一
○
年
よ
り
現
職
。
二
〇
一
九
～
二
〇
二
〇
年
、
東
京
大
学
理
事
・
副
学
長
（
国

際
、
総
長
ビ
ジ
ョ
ン
広
報
）。
現
在
、
東
京
大
学
現
代
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
ほ
か
、
国
際
連
合
大
学
上
級
副
学
長
（
国
際

連
合
事
務
次
長
補
）
を
兼
務
。『
少
子
高
齢
社
会
の
階
層
構
造
一
～
三
』（
共
著
、
東
京
大
学
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
、
著
書
多
数
。

白
波
瀬
佐
和
子
（
し
ら
は
せ
・
さ
わ
こ
）
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データで 見る

（％）

（％）

少子化の加速
コロナ禍で懸念される

日本女性の年齢階級別の出生率の変化（2019 年-2021 年）

45～4940～4435～3930～3425～2920～2415～19

在宅勤務が男性の家事・育児参加に与えた効果

ミュルダールの思想と人口政策への展開

注）	週ごとのデータ。「予測自殺数」は、例年の自殺数をもとに推定。「予測閾値上限・下限」は、95％片側予測区間を示す。詳しくは
国立感染症研究所のWebページ「我が国における超過死亡の推定」を参照のこと。

出所）	exdeaths-japan.org「日本の超過および過少死亡数ダッシュボード」（2022年 5月 9日取得）

出所）	藤田菜々子（2009）「1930 年代スウェーデン人口問題におけるミュルダール――「消費の社会化」論の展開」経済学史研究 第
51巻第 1号 pp. 76-92、藤田菜々子（2008）「1930年代人口問題におけるケインズとミュルダール」経済学史学会第 72回全
国大会口頭発表、渡邊幸良（2015）「ミュルダールの予防的社会政策」中央大学経済研究所年報 第 47号 pp. 447-460 をもと
に作成。

注）	本号公表時に 2021年人口動態調査の 12月値が公表前であったため、2021年の出生率の算出には 2020年 12月の出生数を使用。
出所）	厚生労働省（2021）「人口動態統計月報（概数）（令和 2年 12月～令和 3年 11月分）」、厚生労働省（2020）「人口動態統計（確

定数）母の年齢（5歳階級）・出生順位別にみた合計特殊出生率（内訳）」、総務省統計局（2021）「人口推計（2021年（令和 3年）
10月 1日現在）年齢（各歳），男女別人口及び人口性比－総人口，日本人人口（2021 年 10月 1日現在）」（いずれも 2022 年
5月 9日取得）をもとに作成。

注）	在宅勤務が週１日増えた場合の、男性の家事・育児参加に与えた因果効果の推定結果。内閣府「第 2回新型コロナウイルス感染症
の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」の個票を用いて、計量経済学の手法である一階差分モデルと操作変数法を組
み合わせて分析されている。対象は、「テレワークできる業務の割合が多い」という理由で、2019 年 12月と 2020 年 12月の間
に在宅勤務日数を増加させた、18歳未満の子供がいる 984名の男性。エラーバーは 95％信頼区間を示す。

出所）	 Inoue. C., Ishihata. Y., & Yamaguchi. S.（2021）“Working from Home Leads to More Family-Oriented Men,” CREPE 
Discussion Paper No. 109.

日本の自殺数の変動（2019 年-2021 年）
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各折れ線は、前年からの出生率
の変化を、年齢階級別に示して
いる。

◦人口減少が消費と投資を減少させる
◦出生率低下の原因は社会構造にある
「結婚した女性が子どもを育てなが
らどう仕事をするか」

人口問題への関心 社会政策の発展

若年層では低下したが、35歳以上は上昇した

◦自ら進んで子どもをもとうとするように社会を変える
◦個人の義務と見なされがちな子どもの養育負担を国家が賄う
◦人口の量的増大だけでなく質的向上の重要性を強調
◦幼若年層へのよりよいケアを通じて、広義の労働生産性を向上させる

◦予防的社会政策を提唱
◦貧困、失業等の発生を予防する
◦社会による人的資本への積極的投資
「経済にプラスとなる社会政策」

20202021

2019

観測自殺数
予測閾値下限

予測閾値上限
20年夏から 21年春に
かけて自殺が増加

予測自殺数

人口政策・社会政策・経済政策の一体化案

現代の課題への展開

家事・育児時間の変化

男性のワークライフバランスが明確に変化

家事分担が増えた

家族と過ごす時間の変化

仕事より生活を重視

生産性の変化
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-0.16
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